





































































◎ 目次 


はじめに_03 



/ K はじめに 


このたびは、一眼レフカメラボディ 「 KF シリーズ」をお買い上げしげこだき誠にありがとうござ 
いまず。本製品の使用可能レン刃ま、 P .3 已をご覧ください。この取扱説明書は KF -2 N をベー 
スに説明していまず。 その他の機種については、 異なる機能や説明が必要な場含にそのモデ 
ル番号を付けて説明しています。ご使用の前こ、この取扱説明書と巧証書をよくお読みのう 
え、正しくお使いください。また、お読みになったあとは、いつでも見5れるところに大切に保 
管してください。 

ご使用前にお読みください。 

■結婚式や旅行など大切な撮轟の前にはおず事前にテスト撮認を巧ってください。 

■著作権や肖橡権などにお気をつけください。撮彰を制限されている場所もありまずのでお気をつけください。 

ま己プライバシーを侵害ずるような撮訝ホ巧わないでください。 

■本製品の故障およびその他の理由により生じたフィルムの破損、ミ肖失による利な損失、損害などに関し、当社は一切 
①責任を負いかねまずので、あらかじめご了をください。 

■本製品の使用および故障によりをじた直接、間接の損害に関し、当社は一切の責任を負いかねまずので、あらかじめ 
ご了承:ください。 

■本取扱説明書の図、写質は説明のために作成したものでず。一部実際とは真なります。 

■本取扱説明書の内容の一部もしくはを部を無断で複写することは、個入で楽しまれる場合を除き禁止されていまず。 
■製品改良のため予告なく外観、仕様などを変更ずることがありまず。 

■本取扱說明書に記載のシステムち、商品ちおよびを社名は各巧の商標または登録商標です。 
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A まを上のごミち意 必ずお読みください。 

本敦品をまをにご使用し他だくために、下記の項目をご使用前に必ずお読みになり、正しくお使いくださし、。 


本製品を正しくご使用いただき、お使いになる人や化の人々へのを害と財産への損害をホ鋪こ防止ずるために、次の絵表示で 
説明していまず。 


A を険 

A 警告 

A ミ主意 

この指示に従わないで誤った取扱を 
すると、人が巧 t または重傷を負う切 
迫したを険①発生が想定される内客 
です。 

この指示に従わないで誤った取扱を 
すると*人が死こまたは重傷を負う可 
能性が想定される内容です。 

この指示に従わないで誤った取扱を 
ずると、人が障害を負ラ可能性または， 
物的損害が生じる可能性が想定され 
る内容です。 


A 危険 

■可燃性ガス、话発性ガスなどが、大気中に巧巧ずる恐れのある場巧での本愛品の巧用はおやめ < ださい。弓 I 义•爆発の原因となりまず。 

■本致品を分解したり、直接 A ンダ付けするなどの加工および，义中巧入などは巧わないでください。活熟、荒义、破裂のをおがあります。 

■本段品を高温の場所(真夏の車內、窓辺、暖房器具のそばなど)で使用、保管しなし巧ください。 

A 警告 

■本製品で太陽または強い光源を見ることは紀対にしないでください。失明などホ父巧力障害の原因とな日ます。 

■本閣品を歩行中、または運お中に紀巧巧用しないでください。巧遇事故の原因となりまず。 

■本製品を足場の悪い摄境や、不ま定な場所で校用しないで < ださい。事故の原因とな D まず。 

■本製品は巧か構造ではあ D ません。水をかけたり、濡百した D しないでください。製品内部に水が入ると乂巧や感里、故障の原因となります。 
■カメラに巧らかのおがが入った場合、怔巧を中止してください。お近くの販売店にお問い合わせください。 

■感星の恐れがありまずので、浦れた手でカメラを軸6ないでください。 

■カメラの分辑や改造は巧わないでください。义がや感空、巧障の原因となります。内部の点検や胃はお売盾ちしくは当社までご巧巧ください。 
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A \ 安全上のごミち意 必ずお読みください。 

A 警告 

■かさな付属品ををみ込む恐れびありますので、お子様やペットの手の届く節囲にカメラを巧冒しないでください。 

■ケーブルやストラツフび首に省を巧くと窒息のち検がありまず。お子樣の手の届かないところに巧管してください。 

■ポ U 咨(包ち用）などをかさなお子様の手の届くところに百かないでください。□にあてて窒息の原因になることびあります。 

么ミ主意 

■本閣品は精密機器でず。 LU 下のような場所で使巧したり巧置すると义巧や感電、巧障の原因となることびありまずので避けてください。 

♦砂、ほこり、ちりのをい場所♦乂の巧く ♦湿ったところ♦振動の激しい場所♦温度•湿度の恐ヒび激しい場所 
■カメラを落としたりぶつけたりして強い振動や衝貨を与えないでください。 

■レンズを直射日地[向けて撮影または巧垣しないでくださし\。集光により内部の部品が破損し、义がなどの原因となりまず。 

■里極部分などには一切独れないでください。感電や巧障の原因になりまず。 

■本駐品をな管するとき、上に重い物を載せないでください。故障の原因になりまず。 

■ストラッフを得って振り回さないで < ださい。他人に当たり、けがや事巧の原因となることがあ0まず。 

その他のごを意 

■電池 t - 脚こほ温になるにしたがって一時的に性能がほ下します。き;ち化で使用するときは、本磬品を防寒具や巧 S 居の巧側に入れるなどして 
保温しなが5巧用してください。ほ温により性能び巧下した電她主、常温に戻ると性脚ま回復しまず。 

■電池不怔用と電地廷置不足の場合、カメラの測巧磯能が作動しないため、測光インジケーターが点打しませんび、撮尉ホ可能です。 

シャッ タースピード•雲出は雷出計菁を巧用して決定してくだごい。 

■意図的にを重撮影を巧うときけ州ま、写真撮影時またはフィルムをきき上げる際、を重留出ポタンに班れないでください。前に撮をされた写真と 
重なって撮影されます。 
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カメラの紹な 


の 各部のち称 



のフィ J レムカウンター 

⑨ フィルムき上げレバー 

⑤ シャッター ボタン 

④フィルム感度セット I 」ング 

⑥ シャツタースピードダイヤル 
衝シトッタースピード指標 

雷 スト□ボ用ダイレクト接点 

( D アクセサ U — シユー(ホットシユ ー） 

( D フィルム巻戻しノブ/裏ぶた開閉ノブ 
砸フィルム巻房しクランク 

⑩ を重露出ボタン 

{ KF -3 YC 、 KF -4 PK には装脯していません） 

避セルフタイマーレバー 
風絞込み(プレビュー)ボタン 

( KF -3 YC , KF -4 PK には装髓していません） 

風レンズ取がしボタン 

( KF -3 YC 、 KF -4 PK では、向かってレンス左側 
とな D まず） 

過シンク□ター S ナ J し 

( KF -3 YC には装備してしげせん） 

祗ストラップ吊 D 金具 


《レンスま付属し、たしません。 
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O カメラの紹な 

西セット内容 
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ストラップの取付け 

西ストラップの取付け 

付属のストラツ刀ま、写真のよラに取り付けてご使用ください。 



写真1 


写真吕 



1. ⑩ストラップ吊り金具に付いた兰角獄こ、ストラップを取り付けます。必ずストラップの先端び巧側になるように取り付けてくださし、（写真り 

2. A 方で長さを調節します。黒いフラスチック環でストラッフをまとめると便利です。泻真 2) 






























レンズの取付け/取かし 


レンスの着脱は、直射日光を避けて行つてください。 

の レンズの取付け （KF-1N.KF-2N の場含） 

1 . 本体マウント横のホ色の点(レンズポジションマーク)にレンズの指標を合わせます。 

2. 本体マウントとレンズ側のマウントを並行にして、本体とレンズを密着させまず。 

3. 本体とレンズを唐遺させた状態で、レンズを反時計回りに r カチッ」という音び 
するまで回しまず。 

♦ KF -3 YC . KF -4 PK の場合、レンズを時計回りに「カチッ」という音がするまで回 
します。 


ftA ♦ KF -1 N 、 KF -2 N ボディは、ニコン F マウント Ai ち式レンズのみ取り付け 
可能です。 KF -3 YC は、ヤシカ/コンタックスマウントレンズのみ取り付 
け可能。 1< F -4 PK は、ペンタックス K マウントレンズのみ取り付け可能で 
す。使用可能レンズは、 P .35 をご覧ください。 

•レンズの取り付け後、露出計に対応ずる開放絞り値が自動的に設をされ 
ます。 



の レンズの取がし (KF-1N.KF-2N の場含） 

1 . 诞レンズお D 列■しボタン封甲しなびら.レンズを時計回りに回しまず。 

吕.レンズを取り外しまず。 

♦ KF -3 YC 、 KF -4 PK の場合、レンズ取り外しボタンを押しなびら.レンズを反時計 
回りに回しまず。レンス取りがしボタンは、マウントの向かって左側にあります。 
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喊 電おの入れ方と電池巧量の確認 

の 電池の入れち 

1 . コインなどを使って固)電池室蓋を反時計回りに回し、電池室蓋を取りがしまず。 

2. 付属の LR 44 型アルカ U 霞池2個を、それぞれ「+」マークのある面を上にして、下図のように電池室蓋の中に入れます。 

3. 雲班!室蓋をカメラ本体に入れ、硬貨などを使って時許回りに回し、確実にねじ込みまず。 



♦電池残量が不足したり、電池の入れちが正しくないなどの場合、測光機能(露出計)が正し<動作しませんのでごま意ください。 
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「◎ 電池の巧入と電池巧量の確認 

の 電池残■の巧認 

電池の挿入後、下記の手順で電池残量をご禮認 < ださい。 

1 . ⑥シサッタースピードダイヤルを「日」政がの位置に合わせ、レンズの絞りを任意の位置 
に合わせまず。 

2. 被写体に力；>(ラを合わせ、颇ファインダーを端をます。 

3. カメラの測光機能權出計)び動作するように、シャッターポタンを半巧しします。 

ファインダーの中の露出指おランプ ( LED ) び点口すると、電池残量は十分でず。 

4. 露出指示ランプ ( LED ) が点打しない塌合は、電池を入れ間違えているか.電池び消耗し 
ています。 

♦露出計が作動しなくなった場合、市販の新しい LR 44 型アルカリ電池2個と交換してください。 

•電池を入れても露出指あランプ ( LED ) が点灯しない場合は、電地を再度入れ直してください。また、+側-一側を確認し、正し 
い方向で装着してください。 

•長巧間（巧週間）の旅行などに出かけるとさは、予備の巧しい電池をご用意されることをお勧めします。 

♦列気温が下がると電池の容量が一時的に低下ずることがありまず。その場合、電池を取り出し、電池を暖めてか日入れ直ずと 
電池の容量が戻りまず。但し、電池を乂気などで加熱しないでください。 

♦電池はかさいお子様の手の届かないところにな管してください。幼巧の飲み込みの原因となりまず。巧一飲み込んだ場合は 
ただちに医師とネ目談して < ださい。 



◎ フィルムの装慎とフィルム感度 （ISO) の設定 

の フィルムの装填 

1. 通フィルム巻房しノプ/裏ぶた開閉ノブを引さ上げて、遞)裏ぶたを開けます。（写真1 ) 

2. 顿バト□ーネ室に、フィルムをパトローネの出っ張 D のある方を下にして入れまず。 

3. フィルムき戻しノブ/裏ぶた開閉ノプを元の位置まで下げて、 A ’ H □-ネに晒み含わせます。（写貢 2) 

4. フィルム先端を、風フィルムき取りスプールの一蚕近いス□ツト(溝)に差し化み、フィルムの巧(パーフオレーシヨン)をスプールの溝の下ちの 
m に引っかけます。（写賣 3) 泻賣 4) 
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フイルムの装慎とフイルム感度 （ ISO ) の設定 


4. 左手でフィルムを優しく巧さえなびら、ち手で⑤フィルムき上げレバーを完全に回しまず。泻真 5) 

このとき、風スプ□ケットの歯單こフィルム両端の巧ぴしっか D と昔ってしぶことを確認し、シサッターボタンを完全に押します。 

巨.蠻裏ぶたを r カチッ」と音びするまでしっかりと閉じます。 

6. ⑩フィルムき戻しクランクを持ち上げ、矢印の方向にゆっくり回してフィルムのたるみを無くします。 

クランクび重くなった5、たるみび無い巧態です。（写真 6) 

7. フィルム巻房しクランクを倒して、元の位置に戻します。 

8. フィルム巷上げレパーを卷き上けて、シャツターをきる動作を撼り返して行し、、フィルムカウンターび「1」になるまでフィルムを巻き上げまず。 
このとき、⑨フぺレム巻き戻しノブを同時に回つてし巧ことを確認します。 



ftjP •フイルム巻上げレバーを回してちフイルム巷戻しノブが同時に回5ない場合、フイルムの入れちが正しくありません。フィル 
ムを 再度入れ直してください。 

•直射曰光の当たる場所でフィルムを装填したり、入れ替えたりしないでください。 

参フィルムの出し入れの際に、指先やフィルムの先端がシャッター幕に触れないよラにま意してください。 
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あ フィルムの装慎とフィルム感度り SO ) の設定 

西フィルム感度り so ) の設定 

カメラに入れたフィルムを正しい露出で梗うた脚こは、フィルム感度を正しく設定する必要びあります。 

フイルムを装填した際には、必ずフイルム感度をセットしてください。 

フイルム感聞ま、フイルムの箱またはバトローネに「に〇1日日」などのように記載されています。 

渾フィルム感度セット U ングを弓 I き上げなびら回しまず。フィルム感度確認窓巧で、使巧フィルムの感度と同じ目盛を指標に合わせます。 
確実にク U ックに落ち込む位置にセットしてくだごし、目盛むがの位置に合わせると、正確な露出表示び得られません。 



♦フィルム感度は25、100、己00 . 3200と設定が巧能です。旧0感度は倍ずつ大きくなっていまず。 




フイルム感度目盛での数字の間の点 U は、下図の意はびあります。 


25 50 100 200 400 10001600 3200 



3240 64 80 125160 250320 500 640 8001250 2000 2500 
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◎ フイルムの装慎とフイルム感度 （ ISO ) の設定 

( 〇)か邑〇フイルム感度表示について 

旧日表示は旧0(国際基華）で規定されたフィルム感度の値でず。規格が世界的に統一されるまでは、アメ U 力式 ASA 表示と 
ドイツ式 DIN 表示両方が並をしていました。 ASA 100は、旧0100と同感度でず。裏ぶた部に旧0、 ASA と DIN の表示換算 
表がおりますので参考にしてください。 



フィルム感度 
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◎ フイルムの卷上げとフイルムカウンター 

のフィルムの巻上げ 

フィルムをきき上げる時は、⑤音を上げレバーをちへ止まるまで回しまず。きき上げレバーは、指を離すと自動的にもとの位置に戻りまず。 
この動作が完了ずると、シャッター動作が可能になりまず。 

•フイルムの最後で写真一枚分のフイルムが残っていないとき、フイルム巻上げレバーは最後まで完全に回りません。 

♦フィルム巻上げレパーを完全に回さず、途中で止めてしまった場を、フィルム卷上げレバーは空回りの状態で元の位置に房り 
ます。再度フイルム巻上げレバーを完全に回してください。 


のフイルムカウンター 

フィルムカウンターは、 加算式の表示となってしほす。①フィルムカウンターに表示される戳 
字は、当該フイ J レムの撮影回数を表しまず。 

1.フイルムカウンターは rs - 巨 . 3巨-」と順に表示されます。 

点「•」は、1カットを意味します。 

己.フイルム巻上げ動作び完了ずると,このフイルムカウンターが加富されまず。 

3. 新ししロィルムを装慎し、フィルムカウンターに「1」と表示されると、写真撮影び可能にな 
0まず。 

4. 透)裏ぶたを開くと、フイレムカウンターには rs 」 と表示されます。 



♦フイルムに記載された枚数よりちをく撮影でをる場合があ日まず。 

•フイルムカウンターは、フイルムのち無に関保なく作動し、巻き上げ操作げ完了した時に1目盛つ"つ進みまず。 
♦を重露出を使用ずる場合、フィルムカウンターは加算されません。 
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◎ ファインダー 

の ファインダー 

KF シリーズー眼レフカメラは、マニュアルフオーカス式一眼レフカメラのため、ファインダーでピントを確認し、撮影を自身でピント合 
わせをする必要びあります。そのため、倍率0.91の見やすいファインダーを採用いたしました。 



♦ KF シリーズー眼レフカメラは、ファインダー視野率が約日吕％でず。実際に写る範囲は、ファインダーで見える範囲より若干 
にくなりまず。 
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◎ ピントを合わせる 

シャープな写真を撮影するには、ピントをしっかりと合わせるお要びありまず。 KF シ U - ズー眼レフカ火ラは、3種類の合焦ちまび使えるスク U - 
ンを採巧しています猫スプ U ットイメ ージプ U ズムマイク□プ U ズムマット風。これらの合焦方法は、下図に示ず、©斟スフ U ットイメージプリ 
ズム.透)マイク□プリズム、顿マット面を使用します。特に斜スプ I 」ットイメージブ U ズムは，早く正確にピントを合■わせることびできるため、一般的 
に使用されています。 

の斜スプリットイメージプリズム 

使用ずるレンズの開放 F 値び F 4 よりも明るいレンス:の場合に有効な合焦ち法です。 

1. 趣ファインダーで被写体を捉え、斜スプ U ットイ^-ジプリスムを、被导体のなかで縱または横の直線となる部分に合わせまず。 

例(下図の場合）：橋脚など 

呂.樹ま、斜スプ|」ットイ；>^-ジプリズムの円巧で二分割されています。レンズのピントリングを回転させると、慷のズレ量び変化します。 

3. レンズのピント I 」ングを回転させ、斜スプ U ットイメージプ U ズムの2つズレびなくなる(斜スフ U ットイ文ージブリズム内の撒び完全に一枚の 
絵となる)状態になるよう調整します。この状態の場合、被写体にピントび合ってし、ます。また、ピントリングに記載されてし、る距離表示により、 
被写体とカメラの距離を確認でさます。 



19 








◎ ピントををわせる 

のマイク□ブリズムとマット面 

F 4 .己より暗いレンズや自動絞りではないレンズを F 4 .己より絞り込んで使う場合、または接写の場合は.ファインダーの中夹部備マイク n プリ 
ズム部内)ではピントび合わせにくくなりまず。周囲の種)マット面でピントを含わせてください。 

1. マイク□プ I 」ズム上の像び波打っているよラに見をたり、マット面上の像びぼやけて見える場合はピントび合っていません。 

2. マイク□フ U ズム上の像とマット面の像の両方び明るくはっき D とに見える場合は、ピントび合っています。 



1 . ピントが合つていない 2. ピントが合っている 


♦被写体にピントを合わせる場台、2つな上の合焦ち式を自由に使用することができます。 

♦ F 値が F 4 .己より明るいレンズを使用しているにもかかね6ず、斜スフリツトイメージプリズムを巧用している場合、斜スフリツ 
トイメージプリズムの画像び暗いことがあ0まず。これはカメラの異常ではありません。ファインダーを骗< 撮影者のネ貝点が 
ずれたために起こる現まです。 

•マイク□プリズムを使用している場合、ピントが合っているにもかかわ日ず被写体が暗く見えることがあります。これは中む 
の被写体と周囲の明暗差が大きいために起こる現まです。 

•被写体が直備的ではない攝合、マイク□プ U ズムを使用してピントを合わせたちが良い場合がありまず。プリズムの中央の光 
が暗い場合、マット面を使ってピントをさわせることも巧能です。 
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◎ 適正露出の巧め方 

のシャツタースピード優先撮影の場含 

已 0 mm 標準レンズを装着し JSO 1日0フィルム使用時のシャツタースピードの一般的な目安は、表の通りです。 


撮影げミ兄 

シャツタースビード （秒） 

薄暗くて.静止している被写体 

1〜1/15 

一版的な室内 

1/30〜1/日日 

晴れた匿列 

1/12已〜1/2已〇 

真量の;毎迈 

1/已〇〇〜1/2000 

雪山 

1/已00〜1/吕000 

動きの速い被写体 

1/已〇〇〜1/2000 


♦シャツタ-スピ-ドの目盛りは、に000」は1/200日秒を、「1」は1/1秒を、「巨」は A " ルブ撮影を表していまず。 

♦シャッタースピードは、被写体が明るいほど、被写体の動きが速いほど、使用フィルム感度が高いほど、高速にセットします。 
•望遠レンズ装着時は、手ぶれの影響が大をいため、でさるかざり速いシャッタースピードを選んでください。一般に使用レンズ 
の 焦点お離数き拟 上の シャツタースピード、 つまり 1 35 mm レンズなら1/ 吕 5 日 砂 iU 上、 3 日 0 mm レンズな 日 1/5 日 0杖 ) LU 上 
をおすすめします。 
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r © 露出の巧め方 

の 絞り優先撮影の場合 

絞り値は被写体の明るさ、被写那果度のとりち、使巧フィルム感度などによって選びまず。 
ISO 10日のフイルム使用時の一般的な絞り値の目安は、表の通りです。 


撮嚴巧ミ兄 

絞りの 

薄暗いとさ 

F1.4 〜 F2 

被写巧裸度を浅くしたい攝合 

F1.4 〜 F2 

一般的な室內 

F 吕〜 F4 

显天の屋外 

F4 〜 F8 

晴れた屋别 

F1 1〜 F16 

真夏の;毎巧 

F16 〜 F22 


♦絞りはクリック位置勒列の設定ち巧能です。 

♦絞りはフイルムに届く光量の調整と、巧写巧深度の調整でず。 
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測光(露出計) 


の 測光(露出計） 

力><ラに内蔵された露出計を使巧ずると、被写体に含致する露出の目安を設定することが 
できます。本製品には SPD (シ U コンフオトダイオード)測光素テび使用されてし巧す。 


1. それぞれの撮影状況に合むせて、絞りを設定します。 

2. ⑥シサッタースピードダイヤルを回し、20日日 （ KF - 己 N は40日 0) 〜1までのいずれか 
にシャッタースピードを設定しまず。 

3. シャッターボタンを半巧しずると、カメラの巧蔵露出計び作動しまず。 


(〇3 ♦カメラ内蔵の露出計は TTL 方式による中央部重点測光のちので、順光時で 
輝度差のかない被写体の場合、適正な露出値が表示されます。 
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透）測化(露出計) 


♦適正霞出の場合 

⑩フアインダー巧に、緑色！ _ ED のみび点巧します。これび適正露出であることを意味します。 

撼色 LED と同時に赤色 LED 「+」または「一」び点巧ずる場合、1段内の露出オーバー （ 「+」の場合)、1捜凹内の露出アンダー （ 「一」の場合) 
を意はします。 

♦露出 オーパーの 場合 
ホ色 LED 「+」のみ点打します。 

絞りを絞り込む方向に回ずか、シ中ツタースピードをより速くずるお藍びあ0まず。 

♦露出アンダーの場合 

赤色 LED の「一」のみ点灯します。 

絞0開 <方向に回すか、シャッタースピードをよ0遅 <ずる必要びあ0ます。 


ファインダー内の LED 表示 



♦難中は、ファインダ-に目を当ててください。 

ファインダーから余計な光び入り込み、測光が正しく行われないことがありまず。 
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C ) 被写巧深度 

西被写巧深度 

被写体にピントび含ってし)る場含、ピントが含ってし质ように見えるのは、被写体の前後のある特定の範囲内だけでず。 
これを被写巧裸度と言いまず。カメラの撮影距離-レンズの焦点距離’絞0値が、被写巧裸度を決定していまず。 

〇絞りを絞0込むほど、被写巧深度は深<なります。 

〇被写体との距離び遠いほど、被写巧深度は深<な0ます。 

〇レンズの焦点胆離び短いほど、被写巧深度は深くな D ます。 



F 3.4 F 16 
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絞り込み（プレビュ ー） ボタン 


の 被写巧深度の確認 KF -3 YC 、 KF -4 P 。 こは，この機能はあ0ません。 

KF シリースー眼レフは開放測光方式を採用しており,普段は装着レンズの絞り開放が態 
で被写体を確認しますび、プレビューボタンを操作することで実際の被写界深度をフアイ 
ンダー上で確認でをます。 

1 . 被写体にピントを含むせます。 

2. 诞絞り込みフレビューボタンを巧しまず。 

3. シャツ ターをレ U - スずる前に、レンズはセットした絞0値まで絞5れ、ファインダーか5 
被写体の前後の焦点距離(ピントの合っている範囲)が確認でさます。 



• ファインダーから撒びシャープに見える場含、撮影した写真でも同輸こ、シャープに撮影されます。 

• 絞り込みプレビューボタンを巧した巧態でシャツターボタンを押したり,フィルムを巻き上げたりしなし、でください。 
故障ずる恐れびありまず。 
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露出の設定 


の 露出の設定 

KF シリーズー眼レフカメラは手動で露出を設定します。 

内蔵露出計の測光の結果にしたびって、シャッタースピードや絞りを変更して露出を調節します。 
1.レンズの絞り U ングを回し、絞りを設定します。 

呂.⑥シャッタースピードダイヤルを回し、シャッタースピードを設定しまず。 

3. カメラを被写体に励ブて、被写体の露出を計測します。 

4. 測光結まに基づいて、シャツタースピードおよび絞りを調整しまず。 


の 露出補正 

被写体と背景との明暗差が大をい塌合や被写体び黒い場合、または白い墙を、カメラ巧蔵の露出計では正確に露出を計測することは困薛です。 
この場合、カメラび表示した基準となる露出値を意図的に変化さ任意図に合った露出び得られるように調整しまず。 

また、別売のケンコー露出計をご使用いただけば、被写体の色合いにかかわらず適正露出を得ることびできます。 


•背景に巧るい光源がちる場合、シャッタースピードをより遅<ずるか絞りを開くことで語出補正ずることがでさます。 
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写真撮該 


の写賣撮影 

1. 絞りとシャッタースピードを設定しまず。 

2. ⑨フイルム巻上げレ J く一を操作して、フイルムを巻を上げます。 

3. 力文ラのピン HJ ングを回して、ピントを含ねせます。（写真1 ) 

4. 構図を巧めます。(写真 2) 

己.⑤シャツターボタンを巧して、写真を攝影します。(写真 3) 



写真1 



写真2 



写真3 


♦己 0 mm レンズ使用麻、 シャツ タースピードが]/30秒より遅い場合は、手ブレを防ぐため、兰脚を使用してくださし U 
望違レンズでは、さらに速い シャツ タースピードでを手ブレげ発生する恐れがありまず。 

参撮影時にレンズを指で覆い隠さないよ5にごま意ください。写真に写り込む可能性がありまず。 
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E 写真撮影 

のセルフタイマー 

記念撮影などで、自分も一緒に写したし、ときにご利用ください。 

KF シ I 」ーズー眼レフのセルフタイマーは機械式の1日秒タイマーです。 

1 . カメラを兰脚に取り付けます。兰脚のカメラ取付けネジでしつかりと固定しまず。 

2. 感フイ J レムき上げレ y を操作してフイ J レムを巻上げ、⑩セ J レフタイマー LW く一を下ろ 
しまず。 

3. 絞りとシャッタースピードを設定し、ピントを合わせまず。 

4. 構図を決めて、⑤シャッターボタンを完全に巧します。 

己.セルフタイマーび作動し、10秒後に シャツ ターび下 D ます。 



♦ミラーアップ機能について 

セルフタイマー使用時、シャッターが作動ずる前にミラーを持ち上げます。シャッターが作動したを、=ラーは元の位置に戻 
りまず。この機能は、シャッターレ U —ズ時に吉ラーを持ち上げると吉ラーが揺れ、それによって撮影された写真がぶれてしま 
5事を防止ずる機能でず。 

•セルフタイマーを使用ずる場を、必ずフィルム卷上げレパーでフィルムを卷上げてから、セルフタイマーレバーを下まで巧し 
て < ださい。 

•セルフタイマーはを中でキャンセルずることはできません。 
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@ 写真撮露 


のスト□ボ撮彰 

KF シ U - ズー眼レつカメラは、が部スト□ボの使用が巧能です。愈アクセヴ1」ーシュー柿ット 
シュー)と、颇シンク□夕ーミナル ( KF -3 YC には装備していません)の2つの接点びあり、同時に 
呂つのスト□ボを使巧することおでさまず。 

1. シュー付きのスト□ボの場合、力方ラのアクセサ U - シュー姉ットシュー)に取り付けます。グ 
リップ式スト□ボの場合、グ U ッフ部をカメラの猩臣脚ネジ巧に固定してから、シンク□ソケット 
にシンク n コードを取り付けまず。 

2. シャッタースピードは1/ I 2巨秒な下に設定しまず。 

3. レンズの絞りをセットします。スト□ボを斜部才ートモートでご使用の場合は、スト□ボの取扱 
説明書に従って絞りをセットします。スト□ボをマニュアルモードでご使用の場合、下の式か6 
得5れる絞りをセットしまず。 

レンズの絞 D ( F ) ニガイドナンバー（白 N )- 撮影距離 ( m ) 


參シャッタースピードが2己0、 500. 1000、2000,(または400 0) に設定され 
ている場合、スト□ボは同調しません。 

♦手持ち撮影時にスト□ボ撮影を行う場合、シャッタースピードは1/12日秒に設 
定してください。 

♦お使いのスト□ボの取巧説明書をご覧ください。 
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底 写真撮該 

のを重露出撮影 KF -3 YC 、 KF -4 PK には、この精!有封ま最〇ません。 

KF -1 N . KF - 吕 N にはを重露出機能び付し VC し、ます。同一]マ上に複数回の露光を与える 
ことにより、特殊な効果を出すことびできまず。一回目のシャツターを押したあと、⑩多重 
露出ボタンを完全に押したままの巧態で⑤フィルム普上げレバーを躁作しまず。多重露出 
ボタンか弓指を離し、元に戻します。このとき、シャツターはセットされまずび、フィルムの巻 
き上げは行われていないため、一回目と同ーコマ上に再度撮影することびできます。 


多重露出ボタン 



西 （ B ) 撮影 

露出時間を1砂より長く設定ずる場合、⑥シャッタースピードダイヤルを旧」に設定しまず。 
1 . 力:><ラを云腳にしっかりと取り付けます。 

呂.シャッタースピードを巧」に設定しまず。 

3. ⑨フィルム卷上げレバーを操作してフィルムを巻上げ、ピント•絞日を合わせまず。 

4. ③シャッターボタンをフィルムに露光させたい時間だけ押し続け,指を離します。 

指を離した時点でシャッターが閉じまず。 

♦レリーズケーブルを使用する場合、シャッターボタン上部にあるシャッターソ 
ケットに接続してください。 
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フイルムの巻戻し 


の フィルムのきき戻し 

つィルムを使い切ってしまった場をや、フィルムを途中で取り出したい塌合は、フィルムの巷き戻しを行います。 

1. 風フィルム巻戻しボタンを押しまず。(写責1 ) 

2. ⑩フィ J レム巻房しクランクを起こし、矢印のち向に回します。(写真巧 

3. 巻き戻しの手ごたえが軽くなった5、卷き戻し完了でず。フィルム卷戻しクランクを元の位置に戻します。 

4. 項)フィ J レム巷戻しノブを弓 I き上げ、趣裏ぶたを開けます。{写真 3) 

5. フイルムをお D 出します。 


写真1 写真2 写真3 



参カメラを長蘭間使巧しない場合、カメラの電池を取り列して<ださい。 
•フィルムの取り出しは、直が日光の当たらないところで行ってください。 
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仕様 


モデル 

仕様項目、 

KF -1 N KF -2 N 

KF -3 YC 

KF -4 PK 

タイプ 

3已 mm フイルムー眼レフカメラ 

フィルムサイズ 

24mm X 36mm 

レンズマウント 

ニコン F マウント (Ai 方式） 1ヤシカ/コンタックスマウント1 ペンタックス K マウント 

シャッタータイフ 

上下を行式フォーカルフレーンシャッター 

シャッタースピード 

8、1秒〜 1/2000(13 スピード）1日.1巧〜 1/4000(14 スピード）1 B . 1み、〜1/2000(13スピード） 

セ J レフタイマー 

機械まタイマー作動時間1曰秒(解除不可） 

シンク□接点 

X接点のみ、シャッタースピード1/125砂な下巧応 

シンク n 夕ーミナ J レ 

装備 

が装棉 1 装備 

多重露出 

多重露出ボタンによ0可能 

非装備 

測光方式 

TTL 中巧部重点測光方式 

受光素子 

シ1」コンフすトダイオード (SPD) 

測光範囲 

EV 5~ EV 17( IS 0100/2 rF 1.7) | EV 5~ EV 18( lS 0100/2 r F1.7) | EV 5 ~EV 1 7(130 100/21° F 1 .7) 

フィルム感度 

IS02 已〜旧03200 

mm^mm 

1.己V丄 R44 型アルカ IJ 電池己個または1.己己 V、SR44 型銀電池吕個 

ファインダー 

ファインダー視野罕約白£〇ん倍率0.白1(被写体距離無限大時） 

含焦スクリーン 

斜スフ U ットイメージフ IJ スム、マイク□フ IJ ズム、マット面 

被写巧深度の確認 

プレビユーボタン付 1 が装備 

フィルム普上げ 

一作動レ;(一巻さ上げ式(予備污度20‘、きさ上げ角!度12日‘） 

フィルムき戻し 

卷さ戻しポタン、きさ戻しクランクによる。 

フィ J レムカウンター 

機械式加算カウンター、裏ぶた開咖こよ D 自動復帰 

寸法 

約1 38mm x 已 0mm x 90mm 

巧1 38mm X 59mm x 87mm 

巧1 38mm X 60mm x 日 0mm 

重量 

約 520g 

巧 420 邑 

約 440g 
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r @ カメラのお手入れ 

のカメラのお手入れ 

〇力文ラの操作は極しく巧ってください。操作中に操作び重くなったりした場合は,巧障の可能性びあります。 

強い力での操作は跑巧に行わないでください。 

〇カゾラを别気ミ晶4己で LU 上の場所(夏場の車の中など)に長時間放置しないでくだごい。 

また、寒し1環境下では、カメラを体温等で温めてから使用してください。 

〇カメラを急激な温度蜜化の中で使用しないで<ださい。レンズび結露した日、力^ラの部で結露となり、故障の原因となりまず。 
急激な温度変化で使用する場合は、力式ラバックに入れたままの状態で、暫くその温度に慣らしたあとに使用してください。 

〇力又ラを塩気の多い場巧、雨や雪の中、砂換の多い場所等で使用した後は、 

必ずレンズク□ス等でレンズをよくク U —ニングしてください。 

〇カメラに付着したほこり、砂、巧れなどは、巿販のシ U コンク□スやプ□ワーなどで取り隙いてください。 

〇力文ラは湿気のない乾燥した場所に保管してください。 

〇力又ラを保管する前に、湿気をよくな取ってください。 

〇長時間カメラを使用しなし順合、 シャッ ターを切った巧態で保管してください。及、電池を取 D 列してください。 


^ほ用可能なレンズ 


の KF-1 N、KF-2N に使用可能なレンズ 

ニコン F マウント (Ai 方式)レンズびご使用いただけまず。、また、 Ai 改造レンズ、 Ai 方式に準拠したレンズは使用可能でず。 

♦Ai 方式 L ソがで取付可能なレンズは 


レフレックスニツコール 
レフレックスニッコール 
レフレックスニッコール 
PC ニッ〕ール 


500mm F8 
1000mm FI 1 
2000 mm FI 1 
28mm F3 .已 


(製品 No.140001-1 42360および No.1 43001む降） 
(製品 No. 200311似降） 


- PC ニッ〕ール 28mm F4 

- PC ニッつ一 •) レ 35mm F2.8 

-メディカルニッ〕ール 1 20mm F4 


(製品 No. 180901しソ齡 

(製品 No.8 己1 OOOiU 前および No. 9062 OLU 降） 


■使用可能レンズな列で無理にレンズを取り付けますと、ボディを破損したり、レンズ 
の着脱ができなくなることがありまず。機械的に取付が出巧ない場合もありまず。 

(oj ♦AF ニッコール G タイプ、 DX ニッコール及ぴそれに準じたレンズは絞り U ングがな 
く、 絞りがセットできないため、取付は可能ですが使用できません。 

♦Ai ち式 ja 前のニッコールレンズ、またはそれに相当ずるレンズは巧用できません。 
レンズの露出計連動 m が「巧び開いたタイフ」かどラかご確認ください。 
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巧用可能なレンズ 


♦ KF -1 N 、 KF -2 N に使用可能なトキナーレンズ 


- AF - X 828 AF PRO 

80-200/2.8 


- AF - X 3 斗曰 AF n 

10白-300/4 


- AF - X 23 己 AF PRO 

己 0-3 已/2.8 


-冉 F - X 242 AF 

24-20 日/3.己-已 .6 


1 冉 F - X 17 AF PRO 

1 7 mm F 3 .已 


- AF-X 呂呂0 AF PRO 

28-80/2.8 


- AF - X 840 D 

80-40 日/4.已-巳.6 


-冉 F - XM 100 PRO 

100 mm F 2.8 マク〇 


- AF - X 300 AF PRO 

300 mm F 2.8 


- AF - X 84 曰 AF、AFD 

呂 0-40 日/4.已-巳.6 


. 上記じ i 列にも,二]ン Ai ち式に巧応するトキナーレンズは使用可能です。 
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巧用可能なレンズ 

の KF-3YC に使用可能なレンズ 

コンタックス-ヤシカマウントのレンズがご使用いただけまず。 

♦取付可能なレンズは 
. ヤシカ ML レンズ 
■ コンタックス AE / MM レンズ 

•コンタックス G および N レンズは使用できませんのでご注意ください。 


の KF-4PK に使用可能なレンズ 

ペンタックス K マウントのレンズびご樓巧しザこだけます。 

♦取巧可能なレンズは 

- SMC ペンタックスシ U - ズ 
- SMC ペンタックス AF レンズ 
- SMC ペンタックス F シ U —ズ 
- SMC ペンタックス D FA シ I 」ーズ 
- SMC ペンタックス- M シ U - ズ 
- SMC ペンタックス- A シ1」ーズ 
- SMC ペンタックス FA シ I 」ース 

-上記勒外にを K マウントに巧応ずる交換レンズび使用可能です。 
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◎ 使用可能なレンズ 

の KF -4 PK に使用可能なレンズ（続き） 

♦ペンタックス社製のマウントアダプターをかして取付可能なレンズ 
「マウントアダプタ ーK」 をかして取付可能 

. オートタク マー シ I 」 ーズ 
- SMC タクマーシ U —ズ 
. スーパー タクマ—シ|」_ズ 

-上記 LU 外にを、ペンタックス S マウントに亥陥する交換レンスび使用可能でず。 

「67レンズ用アダプタ ーK」 を介して取付可能 
- smc ペンタックス67交換レンズ 

「64己レンズ巧アダプター K」 を介して取付可能 
.smc ペンタックス64已交換レンズ 
- smc ペンタックス目4已 FA 交換レンズ 

〇 

参 SMC ペンタックス FAJ シリーズ、 SMC ペンタックス DA シリーズは使用できませんのでごを意ください。 

♦ K マウントレンズ、 r マウントアダプタ ーK」 を介して取付できるペンタックス S マウントレンズ (M4 吕マウント、プラクチカマウ 
ントレンズ)には様々なメーカーのものがあり、規格外のものが存在します。取り付けが固い場合は無理をせず、使用しない 
で < ださし、。 
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